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ＭＲと薬学生は高い親和性
基礎知識や実習経験は有利

　公益財団法人ＭＲ認定センターのＭＲ認定試験は、2021
年４月に基礎教育について修了認定を受ければ、薬学生でも
受験が可能になった。同センターの小日向強企画部長は、「薬
学生は６年かけて専門知識を勉強し、臨床実習までしている。
専門的な知識、経験を持つ薬学生がＭＲとして医療従事者に
適切な情報提供ができるということは非常に価値のあるこ
と。そんな薬学生にＭＲを選択肢のひとつとして考えてみて
ほしい」と薬学生の受験者の増加に期待を寄せる。
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　医療の高度化、専門化、創薬モダリ
ティの多様化が進み、製薬企業もＣＡ
Ｒ－Ｔ製品などの個別化医療製品、新
たな作用機序を持つスペシャリティ医
薬品の取り扱いを増やしている。その
ような背景から、多人数のＭＲは必要
としないものの、医薬品に関する専門
的な知識を持つＭＲの需要は増えてい
く可能性がある。
　小日向氏は「ＩＣＴ、インターネッ
トの普及で情報を入手しやすくなった
からこそ、ＭＲによる要点を掴んだ適
切な情報提供に意味が生まれる。臨床
で応用できる情報を医師・薬剤師にき
ちんと説明することで医療に貢献でき
る」とＭＲ職の存在意義を説く。
　その上で、ＭＲと薬学生は親和性が
高いと強調する。薬学生は、薬剤に対
しての基礎知識、ものの見方を学んで
いることや、実習などを通して臨床現
場の問題を理解する機会があるため、
医療従事者が抱える悩み、困難、課題
を肌身で共感できる可能性が高く、情
報提供のポイントをつかみやすい。
　また、基礎知識が始めから備わって
いるため、製薬企業に入ってからのス
タートにおいて大きなアドバンテージ
を持っている。基礎知識の習得から始
めるＭＲと比べ、製品知識をより早く
高めていくことができる。
　自身も薬学部出身であり、製薬企業

でＭＲを勤めた経験を持つ小日向氏
は、ＭＲ職について、「ノルマがきつ
いイメージが先行し、早朝から夜遅く
まで激務の営業職という印象を持つ学
生もいるかもしれないが、決してそれ
だけの仕事ではない」と説明し、「医
療従事者の求める情報を提供し、薬の
安全性情報を収集する育薬につながる
仕事でもある」と語る。
　一方で、「2022年版ＭＲ白書」によ
ると、８年連続でＭＲの総数が減少し
ており、その将来を不安視する声も少
なからずある。かつては「ＭＲ不要論」
という言葉が言われたこともあった。
　小日向氏は「ＭＲ不要論」に対し「医
療従事者の求めている情報ではなく、
会社から与えられたメッセージしか話
さない、底の見えるような調べれば出
てくる情報しか提供しないＭＲならば
意味はないという趣旨であり、全ての
ＭＲを否定するものではない」と念を
押す。
　また、薬学生が製薬企業のＭＲを目
指すことは、新たなキャリア選択肢と
しての利点もある。ＭＲとして就職し
たとしても、その後、自身の適性、考
え方に合わせてマーケティングや営業
企画、ＭＳＬなど様々なキャリアを積
むことが可能だ。
　小日向氏は、「ＭＲをやっていく中
で、こんな情報があれば医療従事者に

　同センターは現在、ＭＲを志望する
薬学生が受験しやすくなる仕組みを検
討している。
　ＭＲ認定試験の受験者数減少を背景
に、同センターは19年に事業構造改
革検討会議の報告書をまとめ、受験資
格の見直しによる学生受験の拡大など
をその一環として実施した。昨年から
は「認定試験制度改革検討委員会」を
設置し、さらなる改革について議論を
進めている。
　委員会では、ＣＢＴ形式の導入や、
現在は大阪と東京でのみ実施される試
験の全国主要都市への拡大、学生の受
験資格の見直しなども検討している。
　現在は学生の場合、同センターが認
定するＭＲ導入教育実施機関で基礎教
育を全て受講し修了した人が受験資格
を得るが、改定後の制度では受験資格
そのものを撤廃することなどが視野に
あるという。検討結果について、24
年から１～２年の広報期間を設け、大
学等にも浸透を行い、26年に制度を
施行する予定だ。
　ＭＲ認定試験の学生受験がさらに受

験しやすい形へと制度改革が進めば、
今後、製薬企業の採用の形が変わるこ
とも想定される。小日向氏は「学生が
認定試験の合格証を持っていれば、企
業にとっても大きなインパクトがある
と思う。従来、６カ月前後を要した基
礎教育の期間が短縮されコストが下が
ることは企業にとって意味は大きいの
ではないか」と企業側にもメリットと
なる改定となる可能性を指摘する。
　これらの変革が進められる中で、同
センターはＭＲへの道を、薬学生を含
めた、より多くの人に広げていく予定
だ。
　小日向氏は、最後に薬学生へのメッ
セージとして、「ＭＲになったからこ
そ、多職種への興味が出てくることも
ある。薬学を学ぶ中で、絶対に薬剤師
になりたいという人はその道を歩むと
思う。ただ、自分が何をしたいのか迷
っている人にとって、薬剤師以外の選
択も可能なのだということを知ってほ
しい」と語り、ＭＲは薬学生のキャリ
アプランの中で可能性のある選択肢で
あると強調する。

伝えやすいのではないか、どう
すれば先生の悩みを解決できる
のだろうという疑問や興味を持
ち、他の職種での活動に生かし
てきた」と自身の経験を振り返
る。その上で「自身が薬学生に
なった時に考えていたキャリアプラン
とは全く違っていたが、色々と経験す
ることで成長していくことができた」
と話す。
　ＭＲへの適性に悩む学生には「相手
のことを考えられるということが一番
大事だと思う。口下手だったり、つき
あい下手でも、仕事を続け、成長する
ことはできる」と自身のキャラクター

にこだわらず、意欲を持って挑戦して
ほしいと呼びかける。
　さらに、「自分のやってきたことが
次につながっている。今、やっている
ことを大切にするからこそ、次のステ
ップがある。今いる場所での学びが
様々なキャリアへの入口となってい

く」とキャリアの幅を広げるために必
要な要素を語る。
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